
脂
肪
肝
に
起
因
増
加
傾
向

免
疫
治
療
薬
を
使

っ
た
薬
物

塞
栓
療
法

焼
灼
療
法

切
除
手
術

肝
臓
が
ん
の
治
療
は
、
が
ん
の
大

き
さ
や
個
数
、
肝
機
能
の
状
態
に
加

え
、
再
発
の
可
能
性
も
考
慮
し
、
治

療
法
を
選
択
す
る
。
外
科
手
術
の
ほ

か
、
内
科
的
な
治
療
の
選
択
肢
が
増

え
て
い
る
。

手
術
は
、
が
ん
と
そ
の
周
囲
を
切

除
す
る
。
開
腹
手
術
、
お
な
か
に
数

か
所
の
穴
を
開
け
て
行
う
腹
腔
鏡
手

術
に
加
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

が
２
０
２
２
年
に
公
的
医
療
保
険
の

適
用
と
な
っ
た
。

手
術
と
並
び
、
根
治
が
期
待
で
き

る
の
が
焼
灼
療
法
だ
。
局
所
麻
酔

で
肝
臓
に
電
極
針
を
刺
し
、
ラ
ジ
オ

波
な
ど
で
が
ん
を
焼
く
。
体
へ
の
負

担
が
少
な
く
、
肝
機
能
も
温
存
で
き

る
。が

ん
が
多
発
し
、
手
術
や
焼
灼
療

法
が
難
し
い
場
合
は
、
療
機
療
法
を

行
う
。
が
ん
細
胞
に
栄
養
を
運
ぶ
血

管
に
抗
が
ん
剤
を
注
入
し
た
り
、
血

管
を
ふ
さ
い
だ
り
す
る
。

進
行
が
ん
で
は
、
薬
物
療
法
が
中

心
と
な
る
。
が
ん
の
増
殖
な
ど
に
関

わ
る
特
定
の
分
子
を
狙
う

「
分
子
標

的
薬
」
が
主
流
だ

っ
た
が
、
が
ん

へ

の
免
疫

の
攻
撃
力
を

活
性
化
す
る

「
免
疫
治
療
薬
」
の
注
目
度
が
高
ま

っ
て
い
る
。

２０
年
以
降
、
免
疫
治
療

薬
を
組
み
合
わ
せ
た
薬
物
療
法
が
相

次
い
で
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
高

い
治
療
効
果
で
根
治
を
目
指
す
こ
と

も
で
き
る
。

近
年
、
肝
臓
が
ん
は
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
よ
り
も
、
脂
肪
肝
な

ど
の
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
も

の
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
約
半

数
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。
血
液

検
査
で
肝
障
害
の
指
標

「Ａ
Ｌ

Ｔ
」
の
値
が
３０
を
超
え
た
ら
、

早
期
の
受
診
を
考
え
た
い
。

一　
全
国
の
調
査
結
果
は
１８

一

一
日
の

「安
心
の
設
計
」
面

一

一
に
掲
載
し
ま
し
た
。　
　
　
一

病院の実力 「肝臓がん」
医療 機 関別 2023年治 療 実 績

(読売新 聞調 べ )

医 療 機 関 名

イ牛 f4

県 立 が ん セ

埼玉医大総合医療セ

自治医大さいたま医療セ

さいたま赤十字
防衛 医大

戸 田中央 総

東大宮メディ

日部市立医療セ

さいたま市民医療セ
埼 玉 医大

済 生 会前 橋

太 田 言己念

桐 生 厚生 総 合

公立 富 岡総 合

国立がん研究セ東

国 保 旭 中 央

千葉 西 総 合

船 橋市立 医療 セ

国際医療福祉大成田

慈 恵 医 大 柏

聖 隷 佐 倉 市 民

ヨ巨非Бヲヽク生援彗

千 葉 市立 海 浜

日本医大千

キ ツコーマ )

、「セ」はセ ン
―、「― 」は無回答 または不明。
※は埼玉医大で実施

G18
～埼玉編 196

載 術 ん

を 手 が


